
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

第２回 社会的養護における「育ち」「育て」を考える研究発表会 

育ちアルバム 
～つくろう「ぼく・わたし」の歩み～ 

2012 年 3 月 3日（土） 
13:00～17:30（受付 12:00～） 

 国立武蔵野学院講堂（東川口駅徒歩 20分） 
 

事務局：国立武蔵野学院・調査課 河尻 恵 

e-mail：sodachisodate@musashino.go.jp 

さいたま市緑区大字大門 1030 国立武蔵野学院 

TEL：048-878-1260  FAX：048-878-1244 

 １．あいさつ 研究会設置等の趣旨説明     国立武蔵野学院長    相澤  仁 

  ２．育ちアルバム作成等の趣旨説明         国立武蔵野学院   河尻  恵  

 ３．育ちアルバムの紹介            母子生活支援施設 倉明園   正司麻乃 

 ４．モデル実施の報告                     乳児院 小鳩乳児院   藤本邦子 

                                                   児童養護施設 八楽児童寮   山口紗織 

                       情緒障害児短期治療施設 嵐山学園   福田  孝 

                     ファミリーホーム 陽気ぐらしの家わかさ   若狭一廣 

５．当事者および研究者からみたアルバムの意義    山梨大学   酒井  厚 

                               社会的養護の当事者の立場から      2 名 

６．シンポジウム「育ちアルバムの活用」   

司会                                 東京国際大学   村井美紀 

シンポジスト                乳児院の立場から      山本朝美 

児童養護施設の立場から      太田一平 

                        母子生活支援施設の立場から     菅田賢治 

里親の立場から   渡邊  守  

                     コメンテイター                            関東学院大学    澁谷昌史 

                                       

 

 本研究会は、社会的養護関係者・関係団体が一堂に会し、社会的養

護の下で暮らすすべての子どもの「育ち」「育て」について、種別を

超えて検討する研究会です。 

昨年作成した「育てノート」に続き、今年度は養育者と子どもがと

もに作成する「育ちアルバム」を紹介し、「育ち」「育て」を考える

シンポジウムを開催します。 

     いたします。 

 参加者 ：社会的養護関係者など 約 200名（申し込み先着順） 参加費 ：無料 

 申し込み：ご希望の方は、氏名・所属・連絡先を Eメールにて下記事務局宛にお申し込み下さい。 

       （詳しくは国立武蔵野学院ホームページに掲載） 

※ 児童福祉施設（児童自立支援施設）内での開催のため、子どもの

生活を守る上で次の点にご留意下さい。 

・車での来院はご遠慮下さい。 

・会場以外の敷地内への立ち入り及び写真撮影はご遠慮下さい。 

・院内での喫煙は禁じられています。 
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